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第１８回津南町農業委員会総会議事録 

招集年月日 令和３年１２月２７日 

招集の場所 津南町役場 ３階 大会議室 

開閉会日時 
開会 令和３年１２月２７日    ９時００分 

閉会 令和３年１２月２７日   １０時００分  

出席委員並びに 

欠 席 委 員 

番号 氏   名 出欠 番号 氏   名 出欠 

１ 板場 勇司 出 １０ 藤ノ木 敬一郎 出 

２ 藤木 正光 出 １１ 河田 千春 出 

３ 根津 秀人 出 １２ 桑原 京子 出 

４ 津端 久夫 出 １３ 中澤 繁夫 出 

５ 樋口 則郎 出 １４ 中山 國廣 出 

６ 桑原 幸枝 出 １５ 藤木 巖 出 

７ 島田 福一 出 １６ 涌井 益夫 出 

８ 中村 敬二 出 １７ 藤ノ木 稔 出 

９ 滝沢 芳則 出 １８ 涌井  直 出 

議事録署名委員 ２ 藤木 正光 ３ 根津 秀人 

職務のために出

席した者の氏名 

事務局長 村山 大成 主事 船木 康平 

    

    

    

説明のために出

席した者の氏名 

    

    

書    記 船木 康平 

議事日程 別紙のとおり 

会議経過 別紙のとおり 
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会議経過（令和３年１２月２７日） 

 

【開会宣言】 

 

会 長 

定足数に達しておりますので、これより第１８回津南町農業委員会総会を開会し 

ます。 

 

日程第１ 会議録署名委員の選出について 

 

会 長 

会議録署名委員の指名を行います。議長の指名による選出とさせていただきます

が、ご異議ありませんか。 

 

（異議なしの声） 

 

会 長 

本日の会議録署名委員に、２番藤木正光委員と３番根津秀人委員の両委員を指名

いたします。 

 

日程第２ 報告第１号 会長報告について 

 

会 長 

 報告第１号会長報告について、私が出席しました会議等内容を報告いたします。 

 

（会長、職務代理、委員が出席した各会議等について報告する） 

 

 １２月８日・９日・１０日 １２月津南町定例議会 

 １２月１３日 企画会議 

 １２月１４日 第２回津南産米食味コンクール 

 １２月１５日 県農業会議理事会 

 １２月２７日 総会 

 

会 長 

 会長報告について、質問等はありますでしょうか。 

 

（特になし） 

 

日程３ 報告第２号 農地法１８条第６項の規定による通知について 

 

会 長 

 報告第２号 農地法１８条第６項の規定による通知について事務局説明をお願
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いします。 

（事務局報告する） 

 

会 長 

 質問等はありますでしょうか。 

 

（特になし） 

 

日程４ 議案第１号 農地法の規定に基づく許可申請書の審査について 

 

会 長 

 議案第１号農地法の規定に基づく許可申請書の審査について、事務局の朗読及び

説明をお願いします。 

 

事務局 

 今月の農地法の規定に基づく許可申請は、第３条許可申請が５件です 

 

（事務局の朗読、説明） 

 

会 長 

 質問や補足等はありますでしょうか。 

 

樋口則郎委員 

１番について 

譲渡人から連絡等はなかったのですが、話を聞くと自分で相手を見つけたと言って

いました。 

２番について 

以前は別の方が耕作をしていた田んぼになります。石や草がすごくて耕作するのが

大変なようですが、譲受人が水の来るように改修工事をして耕作していくそうです。 

 

滝沢芳則委員 

３番について 

事由が「高齢のため」とあるけど、譲受人は７７歳だし、岐阜県の方だけど・・・ 

 

事務局 

 年数回来て耕作をしています。 

 

会 長 

 他に質問等はありますでしょうか。無ければ採決をいたします。原案のとおり許

可することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 
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会 長 

 全員賛成ですので、原案のとおり許可を決定いたしました。 

 

日程第５ 議案第２号 農用地利用集積計画書の審査について 

 

会 長 

 議案第２号農用地利用集積計画書の審査について、事務局及び説明者から朗読及

び説明をお願いします。 

 

事務局 

 津南町長より、農業経営基盤強化促進法及び農業経営基盤強化促進基本構想に基

づき審査依頼がありました。 

 今回は所有権移転が２件、利用権設定の新規が１８件、更新が６件です。 

 

（農用地利用集積計画の内容を朗読、説明） 

 

以上の計画要請の内容は、経営面積・従事日数など、農業経営基盤強化促進法第

１８条第３項の各要件を満たしております。 

 

会 長 

 いずれも、担い手との契約に伴う利用権設定・移転であり、特に問題のある届出

はないかと思われます。 

 

 

桑原幸枝委員 

新規４番から１０番、１６番、１７番について 

４番について 

貸主は体調を崩して、お願いされたので契約を結びました。 

５番について 

同じく貸主も体調を崩して、お願いされたので契約を結びました。 

６番～１０番について 

前借主が頑張っていましたが、原のほうへ行くまで車の運転などが大変だというこ

とで、上のほうの作付けしていたところ（前借主が借りていたところ）をうちでや

ることになりました。前借主自身の農地の契約も来月あげる予定です。 

１６番について 

貸主はたばこをやめたのでそこの畑を借ります。 

１７番について 

貸主は以前作業委託でしたが、耕作もお願いということでしたので契約を結びまし

た。 

よろしくお願いいたします。 
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藤ノ木稔委員 

新規３番について 

今年から作付けはしていたが、都合上今の契約申請になりました。 

新規１８番について 

貸主は高齢のため農業をやめるそうで、田んぼを自分の法人で借りることになりま

した。 

きのこも８月に廃業し、小屋等もわたしが合わせて管理することになりました。 

よろしくお願いします。 

 

滝沢芳則委員 

更新５番、６番について 

借り手は都会からきておじいさんの後を継いでいる人です。 

ここの田んぼは水もまともにいかずひどいところだが、頑張って作ってくれていま

す。 

 

中山國廣委員 

新規１４番について 

貸手今年の秋まで頑張って作っていたが、体がつらいということで借手にお願いす

ることになりました。 

新規１５番について 

外丸の基盤整備の関係で今回借手にお願いすることになりました。 

 

藤木正光委員 

新規１１番から１３番について 

借主は役場の職員ですよね。従事日数１５０日は間違いではないのか。 

 

事務局 

国道で野菜を売っています。以前は借主の奥様がやっていましたが、家庭の事情に

より今回借主に移すことになりました。 

雪下にんじん、アスパラ、スイートコーン、水稲など春から秋にかけて休みなく働

いています。 

職業公務員のままで、家業として継ぐのは問題ないです。 

 

桑原京子委員 

十二ノ木の原のほうに農地がありますが、今までも借主がやっており、作業内容は

変わらないと思います。 

 

板場勇司委員 

従事日数１５０日はどういった計算法なのか家族全体ではなく本人が従事したも

のか。 

土日なら別にいいと思うけど、平日も作業していますよね。 

朝の１、２時間作業して１日と考えるのか・・・ 
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集積計画は町の計画なので、町でしっかりと基準があるのか。 

また、専従事者２人、補助３人というのは誰がいるのか。 

 

事務局 

土日はもちろん、平日は始業前の時間、夕方も仕事が早く終われば作業をしている

と本人より聞いています。 

従事日数１５０日は本人より申告がありました。 

従事者数は奥様、本人、お父様です。お父様は農業者年金を受給しているので主と

して農業はしておりません。補助の部分については確認したいと思います。 

 

事務局長 

従事日数についてですが、８時間作業して１日とはせず、朝水を見に行ったなど１，

２時間の作業でも１日と認めています。 

これは新規就農者も同じ考えでやっています。 

ですので、公務員としての仕事に影響はないと判断しました。 

 

会長 

行政職の職務規定は・・・ 

 

事務局 

営利目的の農業の規制はありません。 

何日作業したらなども規制はありません。 

家業を継ぐということと新規（経営面積拡大）ではないので大丈夫ではないかと総

務課と判断しました。 

 

板場勇司委員 

今の総務課の考えは甘いと思います。副業を進めているが、 

家業はいい、新規はだめということだけど地域の皆さんは公務員が農業をやって収

入を得ているのはどうかという考えも出てくるかもしれない。 

先月も役場の職員の案件があったが、家庭によって事情が違うのかもしれないがす

っきりしない・・・。 

 

藤ノ木稔委員 

決まりがないのが不自然ですよね。 

 

板場勇司委員 

わたしも面積は少ないですが、兼業をしていました。届け出をして総務課の許可は

得ているのでしょうか。 

 

島田福一委員 

今ここで話しても決まらないから、次回ではどうか。 
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会長 

今回採決するので問題ない。 

 

藤ノ木稔委員 

面積、従事日数が規定の範囲以内なのか確認してほしい。 

 

事務局 

農業はだめということは書いていないので、制限はないです。 

みなさんの感覚に添えるように本人に従事日数など確認してきます。 

 

委員① 

このくらいの面積は営利目的ではないのか。 

 

事務局長 

家業を継ぐことに特に総務課への届け出は必要ないです。 

 

桑原幸枝委員 

仕事への支障がないなら、いいのではないか。 

 

島田福一委員 

ここで決めたことがいろいろなところで影響してくる。 

 

樋口則郎委員 

自分もそういうことになりそうだ・・・。 

 

会長 

津南町は「農を以て立町の基と為す」としているのでこれからこういう案件は該当

者が増えてくると思う。 

法的には間違っていることはないのでは。 

 

藤木正光委員 

法的には間違っていないけど、睡眠時間４時間とかで業務に支障は出ていないのか。 

 

滝沢芳則委員 

町民は見ているからしっかりしてほしい。 

 

板場勇司委員 

経営者＝副業とわたしは解釈しています。 

 

事務局長 

今回は３件保留にしていただいて、明確に説明させていただいてからまた皆さんに

判断していただきたいです。 
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会 長 

 他に質問等はありますでしょうか。無ければ採決をいたします。原案のとおり許

可することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

会 長 

 全員賛成ですので、原案のとおり許可を決定いたしました。それでは、新規の３

番、８番についてお願いいたします。 

 

（藤ノ木稔委員退席） 

 

会長 

新規の３番、８番について賛成の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

会 長 

 全員賛成ですので、原案のとおり許可を決定いたしました。それでは、新規の４

番から１０番、１６番、１７番についてお願いいたします。 

 

（桑原幸枝委員退席） 

 

会長 

新規の４番から１０番、１６番、１７番について賛成の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

会 長 

 全員賛成ですので、原案のとおり許可を決定いたしました。 

 

【閉会宣言】 

 

会 長 

 無いようですので、以上をもちまして、津南町農業委員会第１８回総会を閉会し

ます。 

 

 

以上の会議経過は書記が記したものであるが、その内容が事実と相違ないことを 

証するためここに署名する。 

 

令和３年  月  日 
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津南町農業委員会長 

 

会議録署名委 員 

 

会議録署名委 員 


